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Single molecule imaging of mRNA molecules 
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見積もることができた。この上限は、高速カメラ (1 秒間に 250 コマ )を用いた場合は








この標識方法は、大きく分けて mRNA に結合する物質を介して蛍光標識する "間接法 "
と、mRNAに直接蛍光色素を共有結合させて蛍光標識する "直接法 "に分かれる。申請者
は始め、細胞内に元々内在する mRNAの標識ができるという利点を有する "間接法 "を試
み、mRNAをリアルタイムに観察できることを示した。具体的には TMR色素で蛍光標




9.4±3.9%(n=18 細胞 )が輝点として観察された、続いて、蛍光色素を mRNAに直接共有
結合させて可視化した。この方法では mRNA に多数あるグアニン残基をランダムに共












インジェクションしてから 5,30,60 分後の測定で変化しなかったことから (コルモゴロ






















は mRNA の長さによらずに 0.3[mm2/s]になると思われた。また、mRNA の長さが長く
なるにつれて遅い拡散定数の成分の観察頻度が上昇したことや、あるいは、拡散定数が
途中で変化する分子が観察されたことなどから、長距離の拡散運動においては何らかの
核内構造物と結合解離を繰り返しながら核膜孔へと拡散していくことが示唆された。  
第五章では、本論文の結果をまとめ、細胞内蛍光 1分子観察、及び、mRNAの蛍光 1
分子イメージングの展望について述べられている。  
 
 
